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北海道から線路が半分消える？

JR北海道の線路
全長2,464ｋｍ

1,237ｋｍ 1,227ｋｍ
JR北海道が
維持可能

JR北海道が
維持不可能

➡➡
約半分！

鉄路の再生と存続のために
JR 問題をともに考えましょう
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わたしたちは、 北海道知事に働きかけます

北海道知事　高橋　はるみ　殿

2016年 11月、ＪＲ北海道は道内鉄路の半分近くに当たる 10路線 13区間を「Ｊ
Ｒ単独では維持困難」とし、自治体に事実上不可能な負担を求める「上下分離」や「バ
ス転換」などに向けて協議したいと発表しました。
北海道の鉄道は通学・通院など日々の道民の暮らしに直結しています。また、
日本の食料基地である北海道の農産物の輸送をはじめ、国際的な人気が急拡大し
つつある北海道観光にとっても欠かすことのできない交通輸送手段です。さらに、
北海道の鉄路がもつ歴史的・文化的価値は、地域の未来を切り開くうえでかけが
えのない財産です。
私たちは北海道の鉄路の存続・再生と地域の発展を求める立場から、以下の項
目について署名をもって強く要請いたします。

１　鉄道を国の責任で維持・再生するように、国に対して強力に働きかけること
を求めます。

２　北海道全体の鉄道網のあり方について、全道民に開かれた議論の場で、十分
に時間をかけて結論を出すことを求めます。

３　知事はその先頭に立って、北海道の鉄路の維持・再生のために行動すること
を強く望みます。

ホームページ
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北海道の鉄路の再生と存続を考える
８つのポイント

１ 維持困難→ 「廃線」 「バスへの転換」

旭川

富良野

札幌

小樽 根室

苫小牧

函館

釧路
帯広

網走

名寄

稚内

夕張

約半数が

維持困難
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２ 経営危機の原因

基金運用

の失敗

1987
昭 62

1997
平 9

2007
平 19

2017
平 29

743

813830

469

498

324
340

290

339

229

363

229

637
人件費

経常損益

▲189

＋64

▲36▲22

＋43
＋20

▲44

（億円）

491

経営安定基金運
用
益

鉄道運輸収入、経常損益等の推移

JR北海道資料より抜粋

ＪＲ危機の根本原因は、 国の見通しの誤り
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３ 同じ公共交通なのになぜ違う？

日高線や根室線の一部は、いまだに自然（台風）災害で復旧の
めども立たないままに放置され、不通となっています。

軌道 ・ トンネル ・橋梁等は

ＪＲ北海道
※駅の建設費は殆ど自治体負担です

道路 ・港湾 ・空港は

国家予算
北海道開発予算 2,300 億円

軌道などの 「下」 を公共的インフラとして
国が責任をもち、 「上」 はＪＲ、 民間企業、
自治体などが運用するシステムを！！
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ＪＲ ・ 道 ・ 国の姿勢は？４

ＪＲ再生推進会議

北海道知事の姿勢

ＪＲ北海道を作り、所有者である国の姿勢

今のＪＲ ・ 知事 ・国の方針では、
10~20年後に再び廃線の憂き目に！！
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５ 改めて考える鉄道の役割

日常生活で安全・確実に利用できる交通手段
通勤・通学・通院・買い物・ビジネス活動など日常生活に必要不可欠です。

全国の交通ネットワークと結びついている
他の交通機関との連結が容易。近年増加傾向にある外国人の利用が増えて

います（10 頁の表を参照）。

農水産物の貨物輸送
食糧基地北海道の農水産物等を本州へ輸送するのに大きな役割を果たして

います。

地球環境に優しい鉄道
二酸化炭素排出量は、車の７分の１。

鉄道の社会的エネルギー消費量は、車の８分の１。

北
海
道

本
州
三
社

四
国

九
州

Ｊ
Ｒ

Ｊ
Ｒ

Ｊ
Ｒ

Ｊ
Ｒ

旅客 (Ａ)
[ 百万人㌔ ]

貨物 (Ｂ)
[ 百万人㌔ ] Ｂ÷Ａ

4,223

156,191

1,392

7,275

2,384

17,883

81

681

56％

9％

6％

11％

自家用自動車

バス

航空

鉄道

50 100 150
ｇ ー ｃo2 ／人㌔

20

96

66

145



9

ヨーロッパに学ぶ再生の鍵６

スイス

スウェーデン

フランス・ドイツ

日本でもヨーロッパの制度に学び、
抜本的に国が支援を行う必要があります

ヨーロッパの鉄道は、道路などと同じように国が基本インフラとして線

路の維持・整備に責任を持ち、その上を民間企業や自治体などが車両を走

らせて有効活用しています。
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７ いま新しい時代を考える

鉄路の存廃問題は札幌も無関係ではありません

鉄道を位置づけて地域の将来を考える

地域づくりにとっての鉄道を再認識する

2012 年

2017 年

鉄道 新幹線 タクシー 乗合バス 旅行会社が
手配した車 貸切バス レンタカー 飛行機

29.1％ 53.7％ 29.0％ 17.3％ 19.1％ 21.2％ 9.7％ 43.2％

59.4％ 53.9％ 32.0％ 30.7％ 24.3％ 17.3％ 15.2％ 8.1％
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「食と観光」は北海道創生戦略の中核的課題であり、「観光立国北海道」をめざすためにも、また

2030 年を念頭に置く時代認識からも、観光路線、物流路線、生活路線はどれも戦略的に必要とされる。

【石北沿線ふるさとネットワーク､ ＪＲ日高線を守る会】

当面の対策としては、国に、現在のＪＲ北海道に対する経営安定基金やＪＲ貨物からの線路利用
料など、経営支援策としてのスキームの見直し・再構築について要望する。また、当面の間、ＪＲ北
海道の経営対応として、国からのさらなる支援をお願いする。
中長期的な対策としては、分割民営化、二島（北海道、四国）会社等に関する国のスキームの見直し・

再構築。新たなスキーム・制度の検討としては、地方鉄道維持を目的とした鉄道利用者からの「ユニ
バーサルサービス料」の徴収など。ＪＲ北海道の経営に対する抜本的な見直しなど。

【北海道商工会議所連合会～北海道の鉄道維持に関する提言・要望書（2017年5月）より】

地域の動脈として安全な公共交通を確保する視点から必要な設備投資も行い、昨年来のダイヤ改
正での通学列車「減便」を見直すなど、地域住民の足の維持、利便向上をはかること。

【国鉄分割・民営化＝ＪＲ 30 年を検証する 2017/ ４/ １札幌集会】

・・・美幌方面から最寄りの石北線愛し野駅に着く列車は午前７時 17 分の次は午前８時 31 分で始
業に間に合ない。北見方面への帰りは、午後３時 32 分発の列車で帰らせないと次は２時間後になる
ため、始業時間を繰り上げた。…各地で部活・学園祭の準備が終わった後の足が確保できない、午前
授業や体調不良でもすぐに帰れないなどの意見が出た。…遠軽高は名寄線が分割民営化の際に廃れ、
中湧別から通っている生徒の交通費がかつては月 6,570 円で済んだのが、バス転換 5年後は約１万
6,000 円､ 現在は２万 520 円になった。

【北見商高（北見市）の場合～毎日新聞 2017/08/25 付より】

高齢者が、車をやめたら生活できなくて、一人また一人と町を出て都市部へ出て行っています。列
車が通らなくなってから加速されています。憲法が生かされていません。庶民の声が大切と思います。

道路、港湾、空港は鉄道と同じ交通手段。しかし、鉄道以外は公共投資で整備が行われている。
この違いはおかしい。鉄道も公共投資で整備し、運営はＪＲで行うことが公平である。（移動の自由
は国民の生活権、生存権である。憲法 25 条でうたわれている。）

三石から苫小牧までバスで行きましたが、トイレもないし体も疲れ、バスはとても大変です。ＪＲ
が早く通ることを願っています。国はムダなところにお金を使わないで、国民の足を守ってほしい。

【日高線復旧等を踏まえた日高の未来を考えるフォーラム】（来場者アンケート）

道民の声８




